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#12-13 

【３月２４日～３月３０日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２４年４月３日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼ティモフティ新大統領の動き 

・２３日、ティモフティ新大統領は、大統領就任式における演

説にて、モルドバの最優先目標として社会の団結、欧州統合、

国家再統合、法の支配の４項目を列挙。 

・２７日、ティモフティ大統領は、経済成長、司法改革、汚職と

の闘いに当面取り組む考えを表明。 

・３０日、ティモフティ大統領は、ルプ大統領代行により任命さ

れた大統領補佐官の７名を解任。 

▼その他 

・２８日、フィラト首相は、政治危機を再び繰り返さないために、

残された任期の２年半の間に憲法の改正に取り組む考えを

表明。 

・３０日、ヴォローニン共産党党首は、議会の信任を問う国民

投票を１０月２１日に実施する可能性につき言及、議会にお

いて繰り上げ総選挙の日程を決定する場合にのみ同党は議

会ボイコットを中断する旨発言。 

▼世論調査 

[ＧｅｏＰＯＬ] 

・次の日曜日に議会選挙が実施された場合の政党支持率 

共産党：３３．７％、自由民主党：１６．１％、民主党：１０．６％、

自由党：１０．５％、社会党：１．５％等 

・調査は３月４日から１４日にかけて１，１２８名の成人を対象に

実施。 

２．外政 

▼ディアコネスク・ルーマニア外相の来訪 

・２３日、ディアコネスク・ルーマニア外相は、モルドバを訪

問し、ティモフティ新大統領と会談。同外相は、バセスク・ル

ーマニア大統領からの祝辞をティモフティ大統領に伝達し、

ルーマニアはモルドバの欧州統合の支持を継続する旨発

言。これに対し、ティモフティ大統領は、謝意を表明し、最近

２年間の両国協力関係は実り多く、更に強化する旨発言。 

▼ルプ議会議長のカザフスタン訪問 

・２６日、ルプ議会議長は、カザフスタンを訪問し、ＣＩＳ諸国

議会間会議創設２０周年記念総会に出席。同議会議長は、

カザフスタン上・下両院議長と会談し、両国議会間関係の活

性化の必要性に関し協議し、ＯＳＣＥ議員会議及びＣＩＳ議会

間会議等の国際機関における協力関係の重要性を強調。ま

た、同日、ルプ議会議長は、マトヴィエンコ露連邦院（上院）

議長と会談し、友好的モルドバ・露関係の継続を約束。マト

ヴィエンコ議長は、モルドバが目指しているＥＵとの自由貿

易協定はＣＩＳ議会間会議枠内の協力関係とは対立せず、

補完するものである旨発言。 

▼フィラト首相のベルギー訪問 

・２７日、フィラト首相及びレアンカ副首相兼外務・欧州統合

相は、カラス欧州委員会副委員長（運輸担当）と会談し、モ

ルドバ・ＥＵ間対話の活性化、経済・貿易関係の発展等に関

し協議。同日、フィラト首相は、マルムストローム内務担当欧

州委員と会談。同委員は、モルドバの改革が一層進展し欧

州の価値へ接近することを期待する旨発言。 

・２８日、フィラト首相は、シュルツ欧州議会議長と会談し、モ

ルドバは欧州の価値を遵守する旨宣言。双方は、モルドバ

の欧州統合及び沿ドニエストル紛争解決問題に関し協議。

シュルツ議長は、モルドバ新大統領選出を歓迎する旨述べ、

モルドバ政府の欧州統合路線の支持継続を約束。 

３．沿ドニエストル 

・２８日、カルポフ国家再統合問題担当副首相は、シュタンス

キ・沿ドニエストル「外相」をはじめ「５＋２」各代表者とのキシ

ナウ市内ＯＳＣＥ事務所における作業部会（プレシンゲル駐

モルドバＯＳＣＥ臨時大使が議長）に出席し、地域間の貨物

列車の運行再開等の経済・社会問題に関し協議。 

・３０日、フィラト首相は、ティラスポリを訪問し、シェフチュー

ク「大統領」と会談。双方は、３０日以内に両地区間の貨物列

車の運行を全面再開することで合意。 

４．防衛 

・２７日、フィラト首相は、ＮＡＴＯ本部を訪問しラスムセンＮＡ

ＴＯ事務総長と会談、共同記者会見においてモルドバはＮ

ＡＴＯとの効率的な協力を維持し、信頼できるパートナーと

しての地位を示していく旨発言、またモルドバの中立政策

はＮＡＴＯとの協力関係を発展させるのに何ら支障がない

旨強調。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


